
顎顔面領域の骨治癒に対する低出力超音波の有効性の検討 

 
 

 
本共同研究においては、顎顔面領域における骨折、骨移植など、骨治癒を必要条件とす

る症例を対象として、低出力超音波が顎骨形成、顎骨治癒に及ぼす影響を検討することを

目的とした。 
2009 年 7 月～2011 年 7 月の間に、徳島大学病院形成外科あるいは口腔外科にて外傷に

よる顎顔面骨折の整復固定術（11 名；男性 6 名、女性 5 名；平均年齢 25 歳 9 か月）、顎変

形症に対する顎離断術（7 名；下顎骨のみ 3 名、上下顎骨切術 4 名；男性 3 名、女性 4 名；

平均年齢 29 歳 3 か月）あるいは、顎裂部への自家腸骨海綿骨移植術（口唇口蓋裂患者 17
名；片側性唇顎裂 9 名、両側性唇顎裂 2 名、片側性唇顎口蓋裂 5 名、両側性唇顎口蓋裂 1
名；平均年齢 9 歳 7 か月）を受けた患者 35 名を対象とし、患者からはインフォームド・コ

ンセントを得て、徳島大学病院臨床研究倫理審査委員会の承認を受けて行われた（承認番

号 693）。すべての患者に対して、手術前に低出力超音波（LIPUS）の説明を行い、照射に

対する同意を得た。LIPUS 照射には、照射機器 BR ソニック-pro を用い、1 部位につき 1
日 15 分間の照射を 2 週間連続で行った。超音波特性は、定格周波数 60 Hz、発振周波数 1.0 
MHz、パルスレート 20%、出力 160 mW とした。照射時期は、外科手術施行後の口腔内軟

組織の治癒が認められ始める術後 5～7 日とした。 
結果として、外傷による顎顔面骨折症例では術後 3か月の CT において、骨片同士の癒合

が開始していることが確認できた。また、LIPUS 照射を行ったすべての症例で、骨折部位に

関係なく骨治癒が確認でき、治癒が遅延する症例や感染を生じる症例は見られなかった。

顎変形症の顎離断術後に LIPUS 照射を行った症例では、術後 3 か月のパノラマ X 線写真よ

り近位および遠位骨片の断端が不明瞭となり、骨の癒合がより進んでいる像が認められた

のに対し、照射を行っていない症例では未だ、遠位骨片と近位骨片の境界は明瞭であった。

しかし、術後半年での骨治癒の状態に大きな差はなく、LIPUS 照射の有無にかかわらず、骨

治癒が生じていた。 

骨移植後の LIPUS 照射は、プローブを固定するためのシーネを作成し、口蓋粘膜から直

接照射を実施した。骨癒合については、1症例のみ骨架橋が確認できなかったが、その他の

16 症例はすべて骨架橋が確認できた。垂直的骨架橋幅の検討では、スコア 2（形成された

骨架橋の垂直的幅が 5 mm 未満）と 3（形成された骨架橋の垂直的幅が 5 mm 以上 11 mm 未

満）が大半を占め、その中でもスコア 3が 47.1%と最も多かった。骨移植部への歯の誘導は

10 症例において認められた。また、LIPUS 照射による骨癒合遅延や感染といった副作用は

一切認められず、軟組織における創傷治癒も良好であった。 

以上の結果より、LIPUS 照射は顎裂部への自家腸骨海綿骨移植後の骨架橋形成ならびに移

植骨の早期癒合を促進する効果が確認され、外傷による顎顔面骨折および顎変形症の顎離

断術後の症例においては副作用と思われる所見は全く認められなかった。以上より、LIPUS

は顎顔面領域の骨治癒に対してきわめて有効な補助療法となる可能性が示唆された。 
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